【平成十八年第四回市議会定例会提案理由説明】　　　　　18/12/5
本日、ここに、平成十八年第四回市議会定例会が開催されるにあたり、最近の市政の状況と提案いたしました諸議案につきまして、その大要をご説明申し上げます。

はじめに、この度の職員の不祥事につきましては、市民の皆様に大きなご心配をおかけしたことを深くお詫び申し上げます。
職員には、日ごろより、全体の奉仕者として、市民に信頼され、誠実かつ公正に職務を執行するよう強く求めているところでありますが、今回、教育委員会事務局職員が公金を私的に使用するという不祥事を起こし、市政に対する市民の信頼を著しく失墜させたことは、極めて遺憾であり、誠に申し訳なく思っております。
二度とこのような不祥事が起きないよう、厳重な公金管理とチェック体制の強化を行うとともに、職員一人ひとりが、高い倫理観の中で公務員としての自覚と責任を持ち、職務を遂行できるよう、服務規律の確保と綱紀の粛正をより一層徹底することといたします。
さて、師走を迎え、今年も残すところ一カ月足らずとなりました。白山市が誕生して二年目の今年は、今後十年間のまちづくりの指針となる総合計画をはじめ、地域情報化計画、高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画、環境基本計画、健康プランなど市民生活に直結し、地域発展の土台となる様々な計画の整備を進めることができ、本市の基盤づくりに本格的に取り組んだ年でありました。
また、白山市を素晴らしいまちにしたいという市民一人ひとりの思いが大きな原動力になり、町会連合会や公民館連合会をはじめ、教育や文化、スポーツなど各種の市民団体や関係団体において、活発な市民交流が行われ、一体感の醸成が一段と進んだ年でもありました。
　今後とも、市民と行政の協働による夢と希望のあるまちづくりを、強力に推進する所存でありますので、皆様のご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。
次に、心豊かで感性あふれる人を育む教育の充実についてであります。
昨今、全国各地でいじめや虐待により、子どもたちの尊い命が失われるという痛ましい事件が続発しています。子どもたちを取り巻く社会環境は、かつてない厳しい状況にあり、学校、家庭、地域社会、関係団体が連携して、いじめや虐待などの未然防止、早期発見・早期対応に取り組むことが重要であると考えております。
本定例会において上程いたしました「白山市子どもの権利に関する条例」につきましては、子どもたちの健やかな成長を願い、子どもの権利とその保障、市の施策などを規定することにより、すべての子どもが幸福に暮らせるまちづくりを目的とするものであり、条例の制定に合わせ、子どもが健やかに育ち、豊かな人間性を養うことができるよう、平成十九年度から子どもに関する相談窓口を新たに設置し、誰もが安心して相談できる体制を整備することとしております。
白山ろくの統合小中学校の整備につきましては、豪雪・寒冷地帯に十分配慮した建築仕様とし、鉄筋コンクリート造二階建て一部三階建て、延べ床面積八千五百平方メートルの校舎及び屋内運動場を、二万五千平方メートルの敷地内に建設することとしております。なお、小学校は六つの普通教室、中学校は教科別の教室とし、地域の伝統文化を学ぶことが出来る伝承教室などを備えた、白山ろく地域にふさわしい学習機能を有する校舎として整備いたします。
美川小学校の改築につきましては、先般、建設基本構想検討委員会から、地域の特色を生かしたモデル校となるよう、建設に関する基本事項について答申をいただいたところであり、地域と連携した魅力ある学校づくりに向け、平成十九年度には設計業務に着手したいと考えております。
今後とも、計画的な学校施設整備を進め、子どもたちが、安心して勉強、スポーツに励み、思いやりの心を育て、感性を磨くことができる教育環境の充実に努めていく所存であります。
次に、千代女の里俳句館につきましては、俳句文化を発信する拠点として十月一日にオープンして以来、九千人を越える入場者があり、俳句を中心とした文化交流や地域の賑わいと活性化に大いに寄与しているところであります。また、新春の一月二十日には、松任学習センターにおいて、ＮＨＫの衛星放送番組「俳句王国」の公開録画が予定されており、千代女の俳句とともに、白山市を国内外に発信していきたいと考えております。
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次に、安心して生活できる環境の整備についてであります。
平成十八年豪雪や今年の夏の豪雨は、私たちの日常生活をはじめ、農林水産業や商工業の振興など広範な分野で本市に甚大な被害をもたらし、自然災害の怖さを改めて思い知らされたところであります。
さて、冬期間の雪害対策につきましては、先月二十九日に防災会議を開催し、国、県ほか関係機関との連携体制を確認するとともに、平成十八年豪雪の経験を生かし、職員によるパトロールの実施や屋根雪下ろしの指導、一斉除雪の要請などきめ細かい対策を講じるなど、地域全体で取り組む体制づくりに努めていくこととしております。なお、今年度新たに、高齢者福祉支援策として、白山ろく地域の要援護高齢者世帯の屋根雪下ろしに対する支援制度を設けることとしております。

次に、金沢外環状道路海側幹線につきましては、先月五日に本市乾町から金沢市福増町までの第二期区間が本格着工したところであり、金沢都市圏と加賀、能登、白山を結ぶ幹線道路として、広域交流の促進と地域の活力増進に大きく貢献することから、早期完成を目指すものであります。
　本市における北陸新幹線の整備状況につきましては、現在、本線の事業用地について所有者と境界立会いを概ね終えており、このたび、白山市番匠町地内において、初めて用地取得交渉がまとまり、今月中旬に、関係の皆様と売買契約の調印をすることとなりました。なお、今後も、買収面積が確定次第、順次、用地交渉に入ることといたしております。また、今年四月に認可された白山総合車両基地につきましては、認可後速やかに、事業概要の地区説明会や町内会ごとの説明会を開催し、現在は、個々の案件に関する話し合いを行っているところであります。なお、中心線測量につきましては、今月中に終える予定であり、今後、関係機関や沿線町内会と道路・水路の付け替え等について協議を進めることとしています。
次に、観光と産業の活性化についてであります。
この秋には、白山の水や大地の恵みを受けて育った味覚を楽しむ催しとして、鳥越新そばまつりや白山菊酒と白山の食を楽しむ会のほか、鮮やかな紅葉の色彩を楽しむ白山・手取川もみじウォーク、手取川サーモンフィッシングなど、地域の特性を活かした多彩な行事が開催され、本市の魅力を大いにアピールしたところであります。
さて、いよいよスキーシーズンが近づき、今月の中旬から、市内の各スキー場が順次オープンする運びとなっております。白山ろくは、県内随一のスノースポーツが楽しめるエリアであることから、昨年を越える多くの若者や家族連れ、グループなどの誘客につながるよう、地域と一体となって努力することとしております。
一方、厳しい経営状態にある市営スキー場の運営につきましては、先月コンサルティング会社の株式会社エボンから、本市全体のスキー場産業再生の基本方針が示された最終報告を受けたところであります。その中で、金沢セイモアスキー場、白山一里野温泉スキー場及び第三セクターで運営する白山瀬女高原スキー場については、継続し機能を強化するスキー場として、鳥越高原大日スキー場と白山白峰温泉スキー場については、対象者を限定し、将来的には廃止や用途変更も視野に入れるスキー場として、また、白山中宮温泉スキー場については、規模を縮小し、将来的には廃止や用途変更をするスキー場として、三つに区分する提言がありました。今後は、この報告をもとに、スキー場対策検討委員会から出来るだけ早期に最終答申をいただき、議会とも十分協議した上で、今年度中には、本市のスキー場産業全体の抜本的な再生策をまとめたいと考えております。なお、その状況を踏まえて、雇用対策を含めた地域振興策についても、具体的な施策を打ち出せるよう調査検討を進めていく所存であります。

次に、県が平成十九年度からの導入を進めている「いしかわ森林環境税」についてであります。森林は、水源の涵養や土砂災害の防止、地球温暖化の抑制など公益的な機能を持つものであり、白山ろくの森林は、まさに県民の生命を守る貴重な財産であります。私自身も「いしかわの森づくり検討委員会」のメンバーとして、森林の保全や林業の振興に向けた議論を積み重ねてまいりましたが、現状においては、林業の採算性の悪化や後継者不足などにより、森林の荒廃が進み環境破壊につながると、強い危機感を持つものであります。市域の八十四パーセントを森林が占め、林業が基幹産業の一つである本市にとりましては、森林を適切に管理し、次世代に豊かな環境を引き継ぐための新たな財源は必要であると考えており、「いしかわ森林環境税」の創設に期待するところであります。
　
次に、だれもが健やかに暮らせるまちづくりについてであります。
総務省が、本年十月に発表した平成十七年国勢調査の確定人口において、本市の人口は十万九千四百五十人となり、五年前に比べて、人数で二千四百七十三人の増加、率にして二・三パーセントの伸びとなりました。しかし、日本全体では、明治三十二年に人口動態統計をとり始めて以来、初めて人口が減少し、日本はいまだ経験したことのない「人口減少社会」に転じたことが判明いたしました。国においては、平成十五年に次世代育成支援対策推進法を制定するなど少子化対策を進めておりますが、出生率の低下に歯止めがかからない状態が続き、先般、全国市長会においては、国の新年度予算に関する要望の中で、若い世代が安心して子どもを生み育てられるよう、実効性のある少子化対策の充実強化を提言したところであります。
本市の子育て支援対策につきましては、昨年十月から子どもの入院費に対する助成を小学校卒業までに拡大したところであり、さらに、平成十九年度からは通院医療費に対する助成についても、入院費と同様に、小学校就学前から卒業までに拡大することとしております。
また、放課後児童クラブにつきましては、子どもたちが安全で有意義に過ごせるよう施設の整備を進めているところであり、先月には、明光小学校ピノキオクラブの施設が完成いたしました。引き続き年度内には、東明小学校ひまわりクラブ、広陽小学校あおぞらクラブの施設が順次完成する予定であります。

　なお、不妊治療費の助成につきましては、助成制度を十月から拡充し、子どもを望みながら、子どもに恵まれない夫婦に対する経済的負担の軽減を図ったところであります。
さて、我が国の経済は、十一月の月例経済報告によりますと、「景気は、消費に弱さがみられるものの、回復している」と判断されており、また、先行きについても、企業部門の好調さが家計部門へ波及し、国内民間需要に支えられた景気回復が続く見込みと発表されております。しかし、景気回復の実感は乏しく、企業間や地域間において業績などに格差があることから、国においては、経済の長期安定のため、引き続き、景気回復が持続されていくよう、的確な経済政策の実施を望むものであります。

次に、地方分権改革についてであります。安倍首相は、就任後の所信表明演説において、「地方の活力なくして国の活力は生まれない」と表明し、この秋の臨時国会に地方分権改革推進法案を提出しました。この法案においては、地方に関する国の政策立案に、地方の意見を反映させる「地方行財政会議」の設置が見送りになるなど、必ずしも地方の意見に沿ったものとはなっていませんが、第二期地方分権改革に向けた大きな第一歩であるとして、全国市長会など地方六団体は一定の評価をいたしております。今後、国においては、地方六団体の意見を踏まえた、真の地方分権改革の実現に向けて真摯に取り組まれることを願うものであります。
次に、「中期財政計画」についてであります。平成十九年度予算編成に先立ち、今後五カ年の財政運営の指針となる財政計画と、大型事業の実施計画を取りまとめた「中期財政計画」を先月策定したところであります。本市においては、市税や地方交付税など歳入の大幅な伸びが見込めない中で、平成二十年度に公債費のピークを迎え、その前年度から概ね四年間が財政的にも最も厳しい時期となることから、事務事業の優先順位を厳しく選択し、投資的経費を抑制するとともに、スキー場経営をはじめとする観光事業、下水道事業など特別会計を含めた財政の健全化に努めていくことといたしております。今後とも、限られた財源の中で、行財政改革を強力に推進し、創意工夫を凝らした行政サービスの多様な展開を図り、市民が「白山市に住んでよかった、合併してよかった」と幸せを感じていただける市政の運営に努めていく所存であります。
それでは、提案いたしました諸議案について、ご説明申し上げます。
　提出案件は、補正予算案七件、条例案十件、事件処分案十三件、専決処分の承認一件の計三十一件であります。
はじめに、議案第百二十九号から第百三十五号までの平成十八年度補正予算についてであります。まず、一般会計につきましては、総額六億三千六百二十七万一千円の増額補正となっております。
その主なものとして、

総務費では、白山瀬女高原スキー場を経営する白山レイクハイランド株式会社への経営支援を目的とする補助金、白山ろく地域などでのケーブルテレビ加入に伴う宅内工事の助成費など、一億二千七百九十一万五千円を計上するものであります。
民生費では、介護保険特別会計への繰出金、児童数の増加による放課後児童クラブ事業運営委託費及び法人保育園運営費など、二億一千八十四万八千円を計上するものであります。

商工費では、新工業団地の調査事業費、鳥越高原大日スキー場のゲレンデ復旧調査費及び観光事業特別会計への繰出金など、四千三万七千円を計上するものであります。なお、新工業団地については、調査事業が二ケ年となるため、債務負担行為として、六百五十万円を措置するものであります。

土木費では、徳光パーキングエリア・スマートインターチェンジの常設化に伴うアクセス道路の設計費など一千三百九十一万五千円を計上するものであります。  

教育費では、統合小中学校建設事業にかかる土地購入費や旧尾口分室の建物解体工事費、笠間中学校プール屋根改修工事費、重油の高騰による光熱水費など、二億五千七百五十一万一千円を計上するものであります。なお、旧尾口分室の建物解体工事、笠間中学校プール屋根改修工事については、工事が二ケ年となるため、債務負担行為として、それぞれ、六千万円、三千七十万円を措置するものであります。

その財源として、市税、国・県支出金、繰越金、市債及び財政調整基金からの繰入金などを充て、収支の均衡を図った結果、一般会計予算総額は 四百八十三億七千六百四十五万一千円となったものであります。

 また、特別会計につきましては、その主なものとして、介護保険特別会計では、介護サービスが当初の見込みより伸びたことに伴う給付費など、観光事業特別会計では、鳥越高原大日スキー場及び白山中宮温泉スキー場の指定管理料など、下水道事業特別会計では、処理場費の国庫補助金の内示の増額など、六つの会計で、総額四億二千三百八十六万九千円を増額補正するものであります。

なお、給与関係費につきましては、一般会計及び特別会計において、所要の補正を行うものであります。
次に、議案第百三十六号から第百四十五号までの条例案のうち、その主なものについて、ご説明申し上げます。
白山市子どもの権利に関する条例につきましては、安心して生きる権利、守られる権利など子どもの権利とその保障、市の施策、権利保障のしくみ等を定め、すべての子どもが幸福に暮らせるまちづくりの実現のために、制定するものであります。
　白山市民温泉条例の一部を改正する条例につきましては、施設の適正な維持管理を図るため、平成十九年度から松任海浜温泉、笠間ふれあい温泉及び白山ろく七箇所の温泉の大人料金を改定するものであります。
　白山市子育て支援医療給付金支給条例の一部を改正する条例につきましては、平成十九年度から通院医療費の助成対象年齢を、小学校就学前から小学校卒業までに拡大するものであります。
白山市農業集落排水施設条例の一部を改正する条例、
白山市公共下水道条例の一部を改正する条例、

白山市地域下水道条例の一部を改正する条例、
白山市水道事業給水条例の一部を改正する条例　及び

白山市簡易水道等給水条例の一部を改正する条例につきましては、

合併時の調整方針に基づき、下水道料金及び水道料金の平準化を図るため、平成十九年度から料金改定を行うとともに所要の改正を行うものであります。
次に、議案百四十六号から第百五十八号までの事件処分案のうち、その主なものについてご説明申し上げます。
石川県後期高齢者医療広域連合の設立につきましては、平成二十年度から後期高齢者医療制度が施行されることに伴い、広域連合を設立するものであります。
白山郷事業組合の解散につきましては、平成十九年三月三十一日をもって組合を解散することについて、また、解散に伴う財産処分にあたって、すべて白山石川広域事務組合に帰属させることについて、それぞれ議会の議決を求めるものであります。

財産の処分につきましては、旧蕪城小学校跡地の一部を処分することについて、議会の議決を求めるものであります。
白山市総合計画基本構想の策定につきましては、本市の総合的かつ計画的な行政の運営を図るための基本構想を定めるため、議会の議決を求めるものであります。
次に、議案第百五十九号の専決処分の承認につきましては、竹松町地内における市営墓地公苑用地の取得であります。
以上をもちまして、今期定例会に提出いたしました議案の説明を終わりますが、何卒慎重にご審議の上、適切なるご決議を賜りますよう、お願いいたします。
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